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要 約 48頭のホルスタイン種搾乳牛を自動搾乳システムの搾乳ボックスへ初めて入れるときの馴

致訓練の過程を調査した通路通過の予備訓練が 5日間行われた後，搾乳ボックス内に入れる訓練が 8

日間行われた.牛群は 3グノレープに分けられ搾手しが開始された.観察項目は，1)通路入口ゲートが開い

てからウシがゲートを通過し終わるまでの時間， 2)ゲートを通過してから搾乳ボックスに入るまでの時

間，および 3)搾乳ボックスへの進入難易度であった. ウシが抵抗なく搾乳ボックスに入るようになる

(進入難易度が Iになる)までに要した訓練回数は 10.8会7.5(抗:tSD)田であったが，個体のばらつき

は大きかった (4~33 由).半数のウシの進入難易度が lになるまでに要した訓練回数は約 14聞であっ

た.進入難易度に影響する要因として，産次，訓練グループ。およひ弘通路通過の予措訓練について調べた

結果，予備訓績が 4回以下のウシに比べ 5回以上のウシの方が，また，経産牛より初産牛の方が皐く新

しい搾乳システムに慣れたと判断された (P<0.05).

搾乳作業は，酪農家にとって毎日欠かすことのできな

い作業である.この毎日の搾乳作業から少しでも開放さ

れたい，または搾乳作業を軽減したいと願っている諮農

家は多い.そのような酪農家にとって，搾乳の自動化は

い賠の夢であった 12，13) その夢を実現させる可能性を

もっ自動搾乳システム(搾乳ロボット)が，オランダを

中心にヨーロッパにおいて急速に普及しつつある.日本

においても， ヨーロッパからの輪入機謹のほかに，日本

製の搾乳ロボットも発売され，島動搾乳システムの普及

の兆しがみられるの.

自動搾乳システムでは，ウシが自ら搾乳施設を訪問

し，自発的に搾乳ボックスへ進入することが搾乳の前提

となっている 10) この点は，入閣がウシを搾乳錨設まで

誘導する従来のミルキングパーラとは大きく異なるもの

である. ミjレキングパーラにおいて，待機場からミルキ

ングパーラにウシが速やかに入るようにすることは，搾

乳作業の効率を高める上で重要である.それに関する研

究として， ミルキングパーラ内での濃厚飼料給与停止の

影響，クラウデイングゲートや電気ショックによる追い

込み装罷，光や音などの誘導効果，さらには天候や作業

形態の影響などに関する報告がみられる 1，2) また，繋ぎ
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宮司し、牛舎からフリーストール・ミルキングパーラ方式の

牛舎にウシを移動する際，ウシが新しい施設になかなか

{慣れないという問題も議論されてきた4，5，11)ウシは警戒

心の強い動物であり，新奇な事物になかなか近づかない

ことも多い14)

オランダをはじめとするヨーロッパ諸国で搾乳ロボッ

トを導入した事例をみると，そのほとんどがすでにフ

リーストール・ミルキングパーラ方式の牛舎でウシを飼

している諮農家である.それに対して，フリーストー

ル牛舎の普及率の低い日本では，繋ぎ飼い牛舎からフ

リーストール牛舎へ移転すると開時に自動搾乳システム

を導入するケースが多くなるであろう.群翻育に壊れて

いないウシをミルキングパーラに慢らし，さらに無理な

く搾乳できるようにするまでに苦労をしている多くの事

例をみると，自動搾乳システムを設寵したときにウシを

どのように馴致すべきか研究しておくことの意義は大き

い. これまで， ミルキングパーラや濃車飼料の個体問自

動給錦装置への馴致過程については調べられている

が土問，自動搾乳システムへの制致方法についての調査

事例は報告されていない.そこで本論文では，繋ぎ飼い

牛舎からフリーストール・自動搾乳システム方式の牛舎
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自動搾乳システムへの乳牛の駒致
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Training of cows to enter the milking boxes of new installed automatic milking system at a farm was made. 

Forty-eight Holstein cows were transferred from the conventional stanchion-stall barn to the new free-stall barn. The 

automatic milking system consisted of an巴ntrancegate， an al1ey and three milking boxes of tandem type. Cows were 

preconditioned to pass down the gate and the alley for five days. After the preconditioning period， cows were trained 

to enter the milking boxes for eight days and the tr・ainingobservation was started. The herd were then divided into three 

groups， and the milking of each group started separately in the automatic milking system. The observed characteristics 

were the following : 1) duration of passing through the entrance gate， 2) duration from passing the gate to entering into 

a milking box， and 3) the score of training difficu!ty of putting the cows into the milking boxes. The number of training 

that was required for the cows to enter th巴milkingbox without any difficulties， i. e.， a training difficulty score of one， was 

10.8土7.5(M:tSD) times. However， th巴 individualanimals showed the large range of attempts (4-33 times) for 

achieving a score of one. The number of training needed for half the cows to achieve a score of one was about 14 times. 

Analysis of variance was applied to determine the factors that affect training difficulty. The average score of training 

difficulty for each cow and the number of training necessary for achieving a score of one were regarded as the dependent 

variables in the statistical model. The independent variables were parity of cows， training group， and number of 

preconditioning trials. The results showed that the primiparous cows become familiar with the new automatic milking 

system faster than the multiparous cows， with the number of preconditioning also having a significant effect on the 

training difficulty of entering the milking boxes (P< 0.05). 
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